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２．平成 24 年３月期通期個別業績見込みと前年実績との差異（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1株当たり当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前年実績（Ａ） 202 55 165 139 28 97

当期見込み（Ｂ） 202 58 118 86 17 84

増減額（Ａ－Ｂ） 0    3 △46 △53 － 

増 減 率（％） 0.0 6.0 △28.1 △38.4 － 

 

差異理由 

主な要因としては、連結子会社２社からの配当金を当期 60 百万円と前期より 50 百万円減少させたことに

よるものです。 

 

 

（注）業績予想につきましては、現段階の入手可能な情報に基づいて判断しておりますが、実際の業績は、様々

な要因の変化により、上記の予想数値と異なる可能性があります。 
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